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教育社会学研究第 65集 （1999）

　　　「学生風紀問題」 報道に み る

青少年 の セ ク シ ュ ア リテ ィ の 問題化
一 明治年間の r教育時論』 掲載記事を中心 に

一

渋谷 知美

1． 　は じめに

　本稿 は ， 明治30年代を ピークに発生 した 「学生風紀問題 」 の 報道 に み る明治巾後期

青少年の セ クシ ュ ア リテ ィ像の あ りよ うと社会に よる青少年の セ クシ ュ ア リテ ィ の 問

題 化の 様態およ び制度上の 処遇を，明治年間の r教育時論』 記事か ら明 らかにす る も

の で あ る。

　青少年の 性をテ ー
マ に した歴史研究は ， 教育社会学の 中で は決 して多 くない 。 しか

し，性教育言説の イデオ ロ ギー性を歴史的手法に よ っ て相対化 した高橋 （1993， 31−

32頁）によれば ， 青少年の 性の 問題を教育社会学研究の 対象 とす る正当性は次の 4点

に求め られ る。 第 1 に ， 社会学領域におい て興 隆をみせ て い る フ ェ ミニ ズ ムが ，性 ＝

セ クシ ュ ア リテ ィ の 問題を積極的に取上げて い る こ と。 第 2 に ， 歴史学分野で多 くの

家族／女性の 「社会史」 が登場 し， その 蓄積が 社会学に もさまざまな影響を与えて い

る こ と 。 第 3 に，教育社会学に お いて 「新 しい 教育社会学」 が流行 し， 教育現象を社

会統制の 文脈で解釈する研究が成果をあげて い る こと。 青少年の 性 は， 教育 の社会統

制的側面 に着 目す るさい の 「最適 な事例」 を提供 して くれ る。 第 4 は ， 教育社会学 に

おけるジ ェ ン ダー研究の 隆盛 との 関連で あ る。 森 （1992， 165，180頁） は ， 教育社会

学 に お ける ジ ェ ン ダー研究の レ ビ ュ
ー中で ， ジ ェ ン ダー

の さ らな る理解 の た め に ，

ジ ェ ン ダーの学歴や 階層の よ うなカテ ゴ ij　一 として で はな い 「関係性」 と して の 側面

に注 昌した とき， 「性意識1 や 「性愛」 と して現れるセ ク シ ュ ア リテ ィ の 問題 を解 く

こ とが不可欠だ と して い る。 青少年の 性に 向け られ たまなざ しの 歴史的探求を課題 と
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す る本稿の 試み も， これ らの学際的流れのなかに位置つ く。

　教育社会学の 問題解決的性格か らも，青少年の 性を とり上 げ るこ との 意 義は見出せ

るだ ろ う 。 80〜 90年代 は，援助交際C1｝，有害 コ ミ ッ ク問題 ， 小学校 5年の 保健と理 科

へ の 唯 」 に関す る事項の 導入 など子ど も ・青少年 と性 をめ ぐっ て い くっ か の 「社会

問題」 が発生 して い る 。 本稿が採用する構築主 義的視点か らすれば，問題が発生す る

の は，子 ども ・青少年 は性的な事柄 にか かわ るべ きで はない との 観念が もた れて い る

か らに他な らない 。 しか し， その よ うな観念が歴史的 ・社会的に普遍的な もの で な い

こ とは ， ア リエ ス や フ
ー

コ
ーの 社会史，

ミー ドの 文化人類学の 成果が明 らか に して き

た こ とで ある 。 ア リエ ス （Aries訳書　1980）は， 16世紀フ ラ ン ス 社会で は子 ど もに

対す る性的な冗談や子ど もの 性器を大人が弄ぶ こ とはなん ら卑猥なこ ととは考え られ

て い なか っ たが ， 17世紀に入 っ て 「無垢なる子ども」 の 観念が生まれ ， 子ど もを性的

な事柄か ら隔離す る規範 ・制度が生 じた と述べ る。 また ， フ
ーコ ー （Foucault 訳書

　1986） も， 個人を把捉す る ミクロ な権力と関係づ けなが ら， 女の 身体の ヒ ス テ リー

化，生殖行為 の 社会管理化 ， 倒錯的快楽の 精神医学へ の 組み込み と並ん で 子 ど もの 性

の教育化が18世紀以降 ヨ ーロ ッ パ に て 押 し進め られ，学校や寄宿舎で 生徒の オナ ニ ー

が厳 しく取 り締 ま られ た こ とを指摘す る 。

一方， ミー ド （Mead 訳書 1976）は ， 文

明諸国に 見 られ る思 春期特有の 性的緊張は文化相対的存在 で あ る との 仮説の もと ，

1920年代の ア メ リカ とサモ ア諸島の 思春期に ある少女を比較 し，サモ ア で は子ど もは

大人の 性行為を日常的に 目の 当た りに して おり， また 自分たち も幼少期か ら性的な戯

れに慣れ親 しんで い るの で ， 文明諸国に見 られるよ うな緊張はな く，少女たちは子 ど

も期か ら大人期 へ とス ム ーズに 移行する こ とを示 した 。 わが国で も，民俗学 に おける

赤松 （1993）や岩 田 （1996） らの 「夜這 い 」 の 研究で ，少な くと も1920年代位まで の

民俗社会で は ， 子ど もは性か ら隔離 され て い な か っ た ばか りか ，共同体が 「マ ラ ム

キ」 「筆おろ し」 「破瓜 」 な どの 儀礼を通 して積極的に 性的実践を教授 して い た こ とが

明 らかに な っ て い る。

　だ とすれば ， 現代に 見 るよ うな 「子 ども ・青少年の 性の 囲い 込 み」 は ， い っ 始ま っ

たの だ ろ うか 。 性的実践の 知識へ の 特化，性の 知識の 学校化 とい うこ とで い えば ， そ

の 起源 は明治末期か ら動 きだ した教科教育 と して の 「性教育」 の 制度化に 求め られ

る 。 しか し，子どもや青少年に まっ わ る制度や処遇 は ， それに 先行する子ども ・ 青少

年観 と無関係 に は存在 しえな い （山村 ・ 北沢　1992，43頁）。 その こ とを思い 返すな

らば，性教育 とい う制度 ， ひ い て は 「子 ど も ・
青少年の 性の 囲い込み」 とい う事象の

理解に は ， それに先行す る社会の子 ど も ・ 青少年の 性に向けた まなざ しを検討する こ
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　 　　 　　 　　 　　 　　 　「学生風紀周題」報道 にみ る 青少年 の セ ク シ ュ ア リチ ィ の 問題化

とが重要な課題 とな る 。

　そ こ で ， 本稿で は明治 30年代 に発生 した 「学生風紀問題j をと り上げる こ とに す

る 。 そ の理 由は，第 1 に ，性教育の 登場 との深 い かかわ りであ る 。 明治末 に r中央公

論』 や r読売新聞』 r児童研究 g な どを舞台に展開 した ， 学校カ リキ ュ ラム へ の性教

育導入の 是非 をめ ぐる 「性教育論争」 に おい て ， 導入推進派 は しば しば学生風紀問題

を盾 に そ の 主 張を押 し進め た 。
「学生風紀問題 の 認識 → 科学 的性教育の 必要性 を強

調」 とい う行論 は 「お決ま りの パ ター
ン 」 で あ っ た （赤川　1999，162頁）。 第 2に，

学生風紀問題 の 青少年の セ クシ ュ ア リテ ィ の歴 史に 占め る重要性で あ る。 学生風紀問

題 は，青少年の 性がまとま っ たかたちで マ ス メデ ィ ア において 喧伝され社会問題化さ

れた ほぼ 初め て の ケ ース で あ るとい っ て よい 。 確かに 明治初期〜
中期に は，政府に よ

る若衆習俗撲滅の 動きや ， 女学生の 着袴 問題があ っ た が ， その 規模 と継続性の 点で は

学生風紀 問題に 及ぱな い。第 3 は，学生風紀問題の 明治期学生史に占め る位地で あ

る 。 学生風紀問題 は， これ まで の 教育社会学 。社会学研究の なか で ， 学 生生活史 に

と っ て 重要な事象と して位置づ け られた り （高橋　1992， 182− 187頁／古川　1993，

126頁，五994，41− 43頁），中等 ・ 高等教育就学者増加に付随す る問題 とみ なされて お

り （竹内　1991， 143− 147頁／ Kinmonth 訳書　1995，112，200頁）， 明治期学生史

の 欠 くべ か らざる
一

要素とな っ て い る 。 学生風紀問題 その もの を
一

次資料にお りて検

討す る こ とは，教育の歴史社会学に と っ て そ れな りの 意義がある と思われ る 。

　作業 と して は次の こ とを明 らか に する 。 まず，第 2節で は，学生風紀問題 と総称 さ

れ る問題群全体を理解す べ く， 問題の種類 ， 問題の 発生地域 ， 言挙げされて い る学生

の教育課程を概観する 。 そ の うえで ， 第 3節 にて 学生風紀問題 に おける性的項目を検

討する 。 こ こ で は，キ ツ セ ＆ス ペ クタ ー （Kitsuse＆ Spector訳書 1990， 116− 119

頁）の 構築主義的ア プ ロ
ーチを採用する 。 っ ま り，社会問題をあ る種の 状態と して 捉

え るこ とをや め ， 活動 （クレイ ム 申し立て活動）として概念化するス タ ンス を とる。

社会問題 は論理 内在的に説明される客観的状態で はな く，「なん らかの 想定 された状

態に っ い て 苦情を述べ
， ク レイ ム を申し立て る個人や グル ープの 活動」 で あ り， そ の

よ うに定義され た社会問題の 理論で は ，
「ク レイム 申し立て 活動 とそれ に反応する活

動の 発生や性質 ， 持続に っ い て 説明す るこ と」 が 中心課題 とな る 。 こ の 仮説に従え

ば，学生風紀問題 は問題内容その もの よ り問題化過程の 側面か ら考察され ねばな らな

い 。 そ こ で ， 作業 と して 次の 3点を明 らか に す るこ とを課題 とす る。   学生の どん な

性の活動が問題行動と想定 されたの か 。   問題化 に際 して どの ような レ トリッ クが動

員 され たの か 。 そ して ，   学生風紀問題 はどの よ うな反応を惹起 した のか ，で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 27
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第 3点目は ， 具体的に い えば，教育者たちが示 した矯正 策， 行政 レベ ル で の 実行策

対抗言説，学生生徒 自身の 振 る舞 い な どを探る こ とで あ る 。

　資料 は r教育時論 』 （開発社発行 ， 以下 r時謝 と略。 カ ッ コ 内号 と頁の みの もの

は 『時論』 掲載記事 。 表 1 に掲げ た記事 は頁数を略す） の 創刊 （1885年） か ら明治末

年 （1912年 7 月） まで に 掲載 された記事 を用 い る。
r時論』 は全国の

．一般教師を主な

読者 とし， 嗷 育報知』 と並ぶ 「教育雑誌の 両大関」 と して 多数の 発行部数を誇 っ て

い た。 したが っ て ， 教育界の 主張を代弁する媒体とみな して も差 し支えな い と思われ

る （傳松 ・菅原　1988，47− 48頁／ 傳松 ・ 菅原 ・小熊　1990，53頁，1991，41頁）。

しか し， こ の こ とは ， 本稿が教育界以外の 世論を押 さえて い ない とい う限界を示す も

の で もある。

　　　　　　　　　　　 表 1　 r時論 』 中 「学生風紀問題 」 記事 （全66件）

口

性別
発 行年　万 　 頁 タ イ トル

き

風繦驍 の具体的内容
艸

地方 所 属教育機関
柵

塒 勳の矯正策野
榊

男1女馳一 一一 一 m．　、『 ．　 肋
］

1888　　 1G1　 28 学生 取締法 政治 上 の こ と 3 官 立府 県 立学 校 等

（明治21） 3 学生並徒

1889　 16129 −30 女学生の風 儀 俄に裕福，いつ も男子 ρ 東京 官立私立女学校

（明治22＞ 学生と同時に欠席 1

1892　 257　 29 書生 籵会 の 頽廃 足 を 斜 狭 の 地 に 投 d 熊本 市内多数の 校舎の

（明治25） じ，形 を 嘆昧の 酒 旨 生徒

棲に 潜む る ；

1893　 2885 − 7 師範生 徒の 気風 を 粉擾 1 尋常 師範 学校 生徒 校長職員団結，県

（明治26） 矯正 す るの 策如 何 ｛ 会議員干渉しない，
1 教育雑誌上で生徒
1 挙動を適宜非難．一ユ＿一一一一一一一一

298　 9
一一一｝一一一一一一一一一

大学生徒の 腐敗

一一．．一一．一一一一一冒．一一

卒業証書 の為 に講 d
一．．一一r．一「．一一．．一一．一一一一

大学生徒

一一一一一一．一一．

義を聴けり 」

1897　 437　 13 書生社会の 大堕落 窃盗 娼楼で の 自 d 府
．
ド 医学 生，国公 立 よ

〔明治30） 殺
・
情死 】 り私立多

1898　 463　 7−8 都 下青 年の悪 風 を 争闘，誘拐，猥褻 01 都 下， 府 下諸学 校生 徒 瞥察取締，父 兄

（明治3D 如何 行為，賭博
一一皿一　｝一一一一一　　 ｛ 府 ド

ー
警戒一｝一一＿一一＿一一＿一一一嘗一一曽一刪　一冖　一一　一辱　一一 冖曽 　 一

466　 4 学 校警察設置 の 急 ； 各府県 学校 ・警 察 に よ

要 （学生風紀の 堕 1 る取締
壊に 就 き） 「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一

τ
一一一 一一一皿一一一一一一一一一

46826−27 小学校生徒風紀取 喫 煙 ， 賭 博，破 「 横浜 小学校生徒
締 法 壊，妨 害 1

＿1＿P−＿P−r−
491　 22r

−一一一一一一一一一一一
大学学生 の風紀振

一一一一一一一一一一一一一
d

一一
本郷 〔東京帝国ユ大学

一一一一一一一一一一一一

粛 1 生徒＿＿L＿尸＿＿門臍＿一＿一隔＿一一＿一鴨＿　一＿一一一一一一一一一一冒一噌 一 一一一　一一｝　一卩　一　
49320−21 学 生風 紀 改良 会 設 F 府下 府 下各学 校 教育者に よる取締，

立 の 計画 1 寄宿舎設置 ・監督，
1 下宿屋の行政取締一　F−＿　r−一　一　一一＿ 一一1−r 』
帰
一冖一一｝一　一一　堕一一’一　　一＿

493　 35 大学々 生 の風紀取 α 中学生，大学生 警察取締

締
　冖一一｝一一一一一冖一 「一一一卩 一一一 r＿一一｝一一＿一一＿｝一「一一

［
一一 一一一一一一一一一F−一一

49335 −36 学 生風 紀 の 振 粛 に 寄席，喫煙 1 大 学生，中学生，
着手せ よ 1 中等教育の 程度に

「 あ る学生
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r学生風 紀問題」報道 にみ る 青少年の セ ク シ ュ ア リテ ィ の 問題化

発行隼　号 　 頁 タイ トル
窄 性 別

風紀頽廃の鮴 的内容
榊

地 方 所 属教 育機 関
厭 誹

畤謝 の矯正策穿
伽

男1女
工899　 　5G435 −36 又 々 学生 風紀 の 頽 白補隊

・好 美速， q 警 察取 締

（明治32） 廃に就て （血なき 芳原遊狂 ト

男児骨な き男児） 1
＿−L＿一一一一一一｝

508　 35
一一駢冖一＿一龠＿＿巴＿＿
又々学生風紀の堕廃に

一一一一一弊一一鴇　一一｛
白袴隊，可 憐妙齢 d

一一一皿一
府 下

一｝一一一一一一 　　．L−7　−i−一一一＿
警察取締， 文部省

就て （警棍庁と文部省 の 少年 少女 を畏 懼 し は学生生徒所属の

とに望む）
一　一｝　一一 一

さす 7 校長職員に厳令一　一一．＿一一 一一一π一一曲■rr一
十
一一一一冖一一冖　一一｝一一一 一一卑一一牌一一1

509　 16 学生風紀取締の励行 1
1900　 　534　 35 学生風紀振粛策 ； 都下 下礁 を公立団体化し
（明溜 3） 1 軍隊の如く監督，仕送

旨 贈 理，懲罰処分権付
ト 与。寄宿舎完備，父兄

旨 親戚他の監督一ユ ー一 一一＿一冖一叩一一噌｝一 一一一一一一一一　一 一一冖冖一一一一一｝一一　 一一¶一一1−rr−一
544　 22 学生 風紀の 取締問 1 都下 社 会 道 徳 の 制

題 　 1
− 4 ＿、

裁，寄宿舎完備齟「．　一 T−一騨 ＿剛＿＿＿一＿＿一一 一一「r　一一…一一一叫一一1」T 一一　一一一一一一
5482G −21 学生堕落の 原 因其 01 都

’
下 私塾お よび 中学程 中学程度書生上京禁

救済法 ｝ 度の 16，7才まで の 止，家庭的寄宿側こよ

旨 青年，1S，9才 る管理，警察取締，教

1 会，学会加入一囲一一一一一艚隔一一鼬一一 r 一一一｝　一一　一一｝
π

一皿一一一凹」　　幅h｝
557　 42 技 芸学 校 の 風紀 1 技芸学 校

1901　　57343 −44 学坐風紀の 紊乱 に 3 府下 中学校及 某某学校 学校監督 者注 意
（明治34） 就 て 〔学校監督者 1 警 戒，追 放

の 疎慢 を責む） 1
一 ＿4 ＿一一一匿　一噌｝一一一r｝一π　一」一　＿一＿　一＿皿 一一臑尸一一一一駲冖＿ 一一一一一一广一　一」
5了5　 36 不良青年の 取締 幼者お よび婦女 に d 府

．
ド

対する暴行陵辱 1｝一一一一一一一一一一一一一愉冖一一“r−一．湖一一一　一一｝＿一一＿　一斗 一一一一一一一一一一m−一「r−r−＿圃．一一幵一一一｝一一皿　卩
5811 −．3 学 生風 紀問題 ス トラ イ キ 」 全国 中学校 師 範学校， 教 育 内 容 に 注

1 ノ1丶学校 意，学政革正一一一一一一噌一亠一冖　一一｝一一｝一一　一＿＿　＿＿＿＿＿＿＿＿一
→
一一一冖一一“一　一一「一一一甲一一層｝一｝一　

584　 45 鳴呼学生風紀問題 少年騒 動，争闘 Ol 全膕 中学生，富山県第 府県 担当者を監
を奈何せ ん 旨 二 中学 校，青森県 督，堕落学生 放

「 弘前 中学校 逐一一一一一一一 1一一一一」1−一ヒ．r−．一．一．「一一一一一冖　一＿＿一
τ
一一一一一一一一一一一一　−1 −一．．r 一一一一一｝　一＿｝　＿

592　 導5 東京美術学校の 改 粉擾 1 東京 東京美術学校
革 と風 紀矯止 1

＿」＿　一一＿一一鼎
59245 −46

一　｝一
悪 書生 の 取締励行

一一一 一
喧嘩口 論，通行の

　　一
d

…冖一一m
府下

一　冖　　皿　　一一胛一一
公私学校

｝一鬯，一一覿｝＿一闇＿
警察 と学校 に よ

に 就 て 婦 女子 殊 に 女学 生 … る取締

を要する 1
1902　 620　 38 女学生 の 取締 云 ふ ぺ か ら ざる 醜 b 都下 父兄 他の 監督
（明治35）
　　　一一h「，一一｝ 行 旨亠膕一一 一一

十
一齟． 胛一 ＿

625　 39 学生取 締と学校の 花界 に流 連，酒 色 1 都下 中学校各私 立学校
制裁 に 沈 面，凶 器 携 1

帯，刃 傷沙汰一一皿　一一一一一一一一 1一｝一
「
　 一一一一一一一一皿　一｝一一｝一一一｝＿一一皿

628　 35 女 学生 取締 の 内訓 ρ 全国 高等女学校 学校に よ る取締，
E 品行不正者除名放
E 校，一

般者 戒飭，
1 学校認可取り消し　一冖一一一　一罸胛一 一

→
一一噛　一旭　　一一一 一　一

628　 44 女 学生 風紀問題 10　一一▼一一”一雪骭一 一鵬一一一一一一一一辱一一一弓一一一一一陣一煽　一 ｝
630　 40 女学生堕落救済策 b 東京市 高等小学校以 上 公

；
1

私女 学校

i　一一一一一一一一一一　一一　一一＿｝一　一一一一一一一＿一鞠＿一　
町

一｝一一
632　 4G 女学 生取締 に 就 て ρ 東京市 高等女学校程度〜 東京遊学禁止，寄

ヨ 以上 宿舎，公認下宿，
レ 親戚等の監督
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凵 性別
発行年　写 　 頁 タ イ トル

渉
風紀頽廃の具体的船

韓
地方 所属 教育機関

4 鰰
畤謝の矯止策穿

専牌

男 1女
ユ905　 　 了16　 32 悪黠億の 取締励行 OP 官公私立学校
（明治38） 3．一一一 一一一 一．一一一广一一一一 ．一一一 ．一一

1　
．．一 一．一 ．．一一．．．一一 ．一一． ．．一

了25　 説 男女学生の取締方劃 妾となって学資を受ける 010
　 1冖一一一一1−P 一 ．．一一一 一一1．一一一一．」一　一．．广．一一一．

1　
一一　一、 一一 一一．一 一一一 一一一一．．一．一

73432 −33 警察官の 堕 落学生 高等淫 売，窃盗 qO 東京 中学生 東京遊 学禁 IL，
談 脅 迫され複 数 男学 1 寄宿舎 監督

生 と深 い 関 係 3
＿＿L＿一一一一一一一

了39　 34
一一一一一一一一一一一一一
学生風紀矯止策

一一一一一一一一一一一一一
　 IOIO

一一一一一一一一一一一一一一一一一一
高等女学校

＿＿＿一一一＿＿＿＿一＿
克己心涵養，読書で知

2 識を博むる，言行
・

旨 致，優美の精神養成

2 他，社会の弊風
・
掃，

旨 教化教育振興
一一一一一　一一一一｝一一一r＿＿一一r 一一一一一一一一一一冖｝一一

丁
一｝

745　 34 学生風紀談 粉擾 2 地方 中学，師範学校

1906　　757　 46 青年風俗の 改善に 淫 す 旨
（明治39） 就て 1

＿』 ＿一　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 　一
「

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　一一一一一一
76233−34 文相の 学生風紀談 轢 浮隊 空理悲観， 義 OIO

　 巳
学牛殊 に 中学生

槲こ不忠実，位地を求め 幽

て汲々，男女関係不厳正 「
＿4 ＿一一一一 一　一一楠 一一　一　一一 一糀一一一一屮一一一一

7633 歩 35 文相の 学生風 紀取 1 各府県

締方法談 1一一
｝一一亨hn−一一　“L

764　 35

一一一冖　一一一冖　一一一

校外取締に関する通牒

一一一一一　　一一一一一　
1

　　一一　
各府県

一　一一　　　　一一一一一
学校庵徒

一｝ 一

＿＿L＿一一一一一
764　 35

　　　一一一一一一一一
学生取締談

一一一一一一一一一一一一一
浸歩夜遊の 悪癖， 旨

一一一一一

1全国

一一一一一一
官公私立学校 学校による散宿生

放肆 の 性，教科 書 1 監督取締，学校設

を顧み ざる
一一一一一一一一一皿一一一 ［ 置場所の 吟味

一　一一一一｝一一一一｝一一一一　　　一　｝一　一一一一一一一一 　
寸
一一一｝皿　．一一一　　一一　一一一一一

764　 35 地方庁と学生風紀 OP 傘 国
．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一一一一一 一L−一一一一．’一一一一 一一．一一一一．一一一一一．一

→
一一一．．一一一．

764　 37 板 垣 伯の学生 風紀 1 宗教，教育，法律制
談 1 裁，社会的制裁，社会

「 改良， 風俗改良，寄席
旨 演劇改良＿ユ ＿一｝一一一一一

765　 38
一一一一一一　一一一

学孺取締方概況

一一　一一一一
1 全 国

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿［一
1

一一一一一　Lr−一一一r｝一一一一r 一一一一一「幽一一一一一」一
了6938 −39 学 生 の 風紀 談

…
1907　 802　 34
（明治40）

風紀取締通牒 学校騒動，塊女両

性間 の 乱交

Olo
　l

男 女学生生徒

⊥ 一｝一一一一　　
81了　 34

一一r｝＿一一一冖＿一一一
中等学校風 紀取 調

一r−一一一
飲酒 喫煙 Ol

一一一一一
全国

一　一一｝皿　一一一一　　
中等学校

一一 　｝　一｝｝　一　

ユ908　 822　 43 学生の 風紀振粛 浬廱の醜態
　 1010

府県

（明治4D
II

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿L＿一一一一一
828　 36 男 女学 生 の 風潮 2

一r−一一一一＿一一一冖＿一一　｝｝一一一一h齟一　

＿⊥＿
藷 44

　 一一一一一一一一一一
男 女学生 の 風潮

一一一一一一一一一一一一一
1

一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一

一一 F一｝一一一r　酵一一一rF−一一
1

一一一一＿一一一一r而L一一一｝一一一一　一一一　
84136 −37 音 楽学 校取 締方針 1 東 京 東京 音楽 学校

一＿1．．．一一一一一「w國．一一一一一一一一一一一一一　一｝一一一一・．一　一一皿一一
1

．一一一一一、一．一一一旧1一一一一一闇一一一｝一一一一　…一一r冊
841　 42 、学生の 風紀 　一一 一一一一一一．r譜一一一一−一一一一一r −一一r　一　一

「
一一　一一一一’」一一一　r曲一一一一．1广一一一一一．國一一一一一一一一

842　 45 悪 書生 狩 の 困難 パ ク リ，強姦
＿一一 q一 繭

て
一＿＿一＿＿一一 一一一　一

848　 38 中学生風紀問題 q 巾学生

1909　 　8561 ．一・2 学生 風 紀 と読物 OlO 読 物改良，良出

〔明治42） 1 版 物奨 励
一一一一一一¶7−一一¶一

丁
『圏一一一一一一 一一一一一

87933 −34 不 良学生取締方針 少年少女に 対す る qO 都 下 児童学生 警察と学校に よ

迫害，窃盗 E る取締，学校と
旨 家庭の 連絡 密 に

即
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「学生風紀問題」報道にみる青少年のセ クシ ュ ア リテ ィ の問題化

発 行年 　
口
　 頁

性 別

写 タイ トル
零

風紀朧 の具体的内容
騨

地 方 所属教育機関
事鱒

塒論．1の矯正策案
桝 塞

男1女
19D9　　879　 46 不 良学 生 に 関 して 窃盗，強 姦，幾姦 q 文部省と内務省協
（明治42） 1 カ して取締，教育

3 家・家庭の警戒

1910　 901　 33 学生取締の 通牒 2 各府県

（明治43）
　　　　一一一一一一 　1−・・昏 一一一一一一一一 一一　」ゴ」閏冖一一一一一醒吊」．T．　一一一巾」・1　冖一一一一｝冖冖r−　

901　 36 成 澤 課長 不良 学生 或 る 欲情 を 満 たさ 旨
談 ん，凶 器 所持 1一　一．一一｝一一一一一　｝r−一一一＿一一一一」＿rr−−r＿＿ ｝　→ 一皿一　一一一皿一一一一　　一一一一一一一一一一一　一一一一鞠

90238 −39 不 良少年 と岡田 次 強窃盗 児童 を脅 ｛ 都 ド
官 か し霽 ひ

一一一一一一一一一一一一 2　　一一 一一
τ
一一一一「一冖　一一曲Llw一一一一鹵L」LL圃｝一一一一一一「｝　一　−r

917　 8−9 不良少年に就て （
一
） 刑法其他罰則法令 3 14歳未満

に 譲当す る行為 2
1911　 9591　 2 少年学生 の 弊風 1 中等教育 交際は同窓に限定，少
（明治44） （其 の 矯 正 の

．一 2 鰭 類少囃 諜 止、
端） 2 寄席劇場割演説禁止

1912　 965　 35 早大学生 風紀矯正 商店荒 し，曖昧 屋 d 早稲 田 早稲 田 大学 高 等予

（明治45）
　　　1一｝一一

会 旨 科
　　　一一一一一一一一一一一＿r　一一r＿＿＿｝　一

悖
一一 一一一一一一一一一一一蝋

9711 − 2 学生風紀 と社会 殺人、学校騒動， Ol 全国 児 童青年 不 健全 な新 聞紀

一一一一 攤轡 帯
i 事 自重

980　 21 医学崖徒風紀取締 1
掣

　一一一一・ 1　一一一一一一罰　一一一」凾曲

中等程度以⊥の 学

冖一　一一一　　 一一一　

1 校殊 に 医学生

空欄 は文 中手掛か りが無 い もの 。＊ 91了号 の 連載は 第一回の み記 した。＊ ＊ 風紀頽 廃の 具体 的内容欄 の 下線付 ゴ シ ッ ク はセ

ク シ ュ ア リテ ィ 関 連事項。＊ ＊ ＊ 所 属教 育機 関 が 不明な ば あ い は 文中に 挙げ られ て い る呼称を 示 した。な お，「学生 」 の 呼

称は 高等 ・中等教育就学者全体を 指す場合 と高等教育就学者の み を指す場合 が あるの で （本 文参照 ） 特に 謁さ なか った が，
「学生生徒」 とい う表現は 記 した。「女学牛、、は性別欄で 示すこ とに し．当欄で は記 さな い 。

＊ ＊ ＊ ＊ r時論』 独 白の 意見の

ほ か 余所か らの 紹介，識者 ・宮僚 の 個人的談話中の 見解 も含む。た だ し教 育機関 ・文部省 ・警視庁な ど 行政 レ ベ ル で 考 案 ／

実行 された もの は表 4 に記載。

2． r学生風紀問題」 の 概要 ： 出現頻度 ， 内容， 地域， 教育課程

　 「学生風紀問題」 の 性的項 目に っ い て 検討す る前 に ， 風紀問題全体の 概要をっ かん

で お く。 表 1 は創刊か ら明治末年まで の r時論』 よ り， 題 名および副題 に 「学生生

徒／書生／青年／少年／学校」 と 「風紀／風 儀／堕落／腐敗／不良／取締」 に類す る

言葉を同時に含む記事を抜 き出した もの で ある 
。 今回は 「学生風紀問題」 と名指さ

れ る日本国内の 日本人学生に つ い て の 記事 の みを調査 す るこ とに し 「清国の 留学生取

締」 （762号，34頁） とい っ た外国人留学生の 記事，また 「教育界の 墮落」 （428号 ， 8

頁）の よ うな教師 と学生生徒双方 を含 む記 事 も除 い た 。 こ の 全 66件の 「学生風紀問

題」 記事の 出現度数を時系列 に並 べ た の が図 1だが ， 1回 目の 記事は 1888 （明治21）

年に登場 し， 1898 （明治31）年 ごろか ら増え始め ， 1911（明治44）年に い っ たん終息

す る。 1903 （明治36）年 と1904 （明治 37）年の 2年間 に報道が 1件 もない が， こ れ は

寺崎 （19了1， 27頁）が 分析 した r時論』学校紛擾関連記事 と同 じ傾向で ある 。 寺崎は

こ の 一
時の 谷間を ，直前まで は恒常的 に報 じ られて い る こ とや ， こ の 時期 に も紛擾が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 31
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　 　 　 7

　 　 　 6

　 件 5

　 　 　 4

　 　 　 3

　 　 　 2

　 　 　 1

　 　 　  

　 　 　 1888
’
89

’
90

’
91

’
92

°
93

’
94

’95つ6
’
97

’
98

’
991900

’
OI

’02’03’04’05’ 6 ℃7 ’
 8 ’09．　

’IO’11’12

　 　 　 　 表　1　よ　　k丿　イ乍…IN

　　　　　　　 図 l　r時論』 中 「学生風紀問題 」 記事出現度数 （全66件）

あ っ た との証言な どか ら 「た またま何 らか の 理 由で ジ ャ
ーナ リズムが それ をとり上げ

なか っ た こ とに起因す る」 と解釈 して い る 。 学生風紀問題記事に っ い て も， 1898 （明

治31）年の 盛 り土が りか ら1902 （明治35）年まで は 3〜 7件の 報道が あ るこ と， 1905

（明治38）年か らは以前 と同 じ水準 に戻 っ て い る こ とか ら， なん らか の 理 由で 取 り上

げ られなか っ たと考え るほ うが妥当 と思われる 。

　それで は， 学生風紀問題 と呼び習わ され る もの は，一体どん な問題系だ っ たの だ ろ

うか 。 それ を知 るため に，まず 「風紀頽廃」 と同義で使われて い る 「堕落」 概念 の 検

討か ら始め る 。 1907（明治 4の 年 『青年子女堕落の 理由 ： 附其矯救策島 を著 した愛知

県立第
一

中学校長 ・ 日比野寛 （1907， 6− 7頁）に よ れば ，
「堕 落」 とは 「放蕩逸楽 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と

よ し堕 落の 甚だ しきに非ざるに もせ よ ， 元気消沈 し， 意気阻喪 して ， 有為の 青春を徒
じ

爾 に附す るもの 」 で あ る。 放蕩逸楽 とい う過度に活動的な状態の みな らず元気消沈 ，

意気阻喪の よ うな静的状態を も 「堕落」 に含めて い るの が注目される 。 とい うの も，

1885 （明治18）年 に坪内逍遥 （1885， 19頁）が r当世書生気質 2 を執筆 したさい ， ど

ち らか とい え ば学生の 「放蕩逸楽」 の ほ うを指 して 「堕落」 の 戒め と したの と比 べ る

と ， 定義が拡大されて い るか らだ。 こ の 定義拡大には，出版の 前年に発行された文部

大臣 ・牧野伸顕 によ る文部省訓令第
一

号 （「教育 ヒ時弊矯正 二 関 ス ル 心得」 19G6年 6

E9 日）中の 1近来青年子女 ノ間二 往 々 意気銷沈シ風紀頽廃セ ル 傾向ア ル ヲ見ル ハ 本

大臣ノ憂慮二 堪 エ サル所ナ リ」 （教育史編纂会 　1939， 7頁） とい う発言 の 影響が あ

る と思わ れ る 。

　次に 1風紀頽廃」 の 具体的内容を見る。 表 1の 66件の 記事中で 挙げられて い る ト

9

77
66

5

44

3 3

1　 1
2 2

1
O　 u1 　 　 D　O　O1 O　 G
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ピ ッ クを検討すると ， 学校紛擾 ， 政治活動 ， 飲酒喫煙，寄席へ の 出入 り， 窃盗な ど広

範囲 にわ た るが ，性 に 関す る言及が群 を抜い て 多 い （明記 して い る 35件中24件）。 し

か し， これを もっ て当時の 教育界 は学生の 性に 他の どん な問題行動よ りも深 く関心 を

寄せ て い た とする こ とはで きない
。 とい うの も， 紛擾は 1905年 ごろか ら連続的に掲載

され た 「学校騒動纂報」欄で ，飲酒喫煙 は 「未成年者飲酒禁止法 」 （1922年成立） 「未

成年者喫煙禁止法」 （1900年成立） の 立法化過程を逐
一

報 じる記事で ， そ れぞ れ扱わ

れる こ とが多か っ たか らだ 。 また ， 両者は 「学校騒動 に就 て 」 （941号 ， 3 − 4 頁）

「何ぞ学生の 喫煙を禁ぜ ざる t （485号 ， 35頁）などの タイ トル で特化 して論 じられ る

ケース も目立 っ 。 結果 ， その よ うに専門欄 をもっ こ との で きな い 性に ま っ わ る問題だ

けが学生風紀問題 の カテ ゴ リーに取 り残 され ， 記事群の 多数を 占め るよ うに な る 。

　こ れ ら問題行動は どの 地域で 起 きて い る と想定され たの だ ろ うか 。 表 1 の 地域欄

は，問題が 多い とされ て い る地 域 ， 報道され た事件事故の 現場を挙げた もの で あ る 。

明記 されて い る39件の うち ， 都下 ， 府下 ， 東京市内は 22件で，問題の 巾心 は都心部で

あると考え られてい た こ とが わか る 。 しか し， 地方 に 問題が な い と思われて い たの で

はな く， 1901 （明治34）年，地方官会議の 演説で 菊池大麓文相は 「近来都郡の 別な く

学生の 風紀紊乱の 傾向あるを認 む」 （584号，45頁） と述べ て い るか ら， およ そ 20世紀

初め に は 問題が全国規模で 拡大 して い る との 認識が もたれ て い た と考 えて よ い だ ろ

う。

　最後に，表 1の 所属教育機関欄で 学生風紀問題記事 に登場す る青少年が どの 教育課

程 に いたの か を見 る。
「学生風紀問題 と総称 されて い るが ，実 は中等教育程度の 生

徒を言挙げ して い る もの が 多い （対象を明記 して い る40件中27件）。 1881 （明治 14）

年東京大学本科生 に 限 り，その 呼称 を他諸学校 に学ぶ者 と同様の 「生徒」 か ら 「学

生」 に変え差別化を図 るこ とが定め られたが （東京大学　1984， 630　一一　631頁），
「学

生」 は時を経 るに つ れ，高等 ・中等教育を問わ ない 就学者全体を指すこ とが多 くな っ

て い た （冨岡　1998， 1 頁）。
「大学生徒」 （298，491号）， 「中等教育の 程度に あ る学

生」 （493号） とい う表現が存在す るこ とは こ の 時代呼称が ゆ らい で い た こ とを示 して

い る｛3）
。 なお，「男女学生の 風潮」 （828号）の タ イ トル で ， の ち婦人雑誌 r青踏』 を

主催す るこ とにな る平塚明子と文学者 ・ 森田草平の 失踪事件 （1908年 4月）を報 じる

記事が ある 。 この 時点で平塚は 日本女子大学卒業後 ， 成美女子英語学校に在籍 して い

たが ， 森田は既 に 東京帝大を卒業 して い る （平塚　 1971， 200− 217頁）。 おそ らく

「学生 」 の 言葉で 「学生身分」 の意味を表 して い た と思われ る 。
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3． 「学生風紀問題」報道にみる青少年のセ クシ ュ ア リテ ィ 像

　（1） 登楼と同性愛 ： 男子学生の セ クシ ュ ア リテ ィ像

　以 上の 問題群 として の 学生風紀問題 の性格をふ まえた うえで ， こ こで は学生の 性に

向け られた まなざしとそれが結ん だ学生の セ クシ ュ ア リテ ィ 像に注 目しなが ら ， 学生

風紀問題 中の 性的項目に っ い て 検討する 。 ジ ェ ン ダーとセ クシ ュ ア リテ ィ は密接 に結

びっ いて い るの で ，男女を分 けて 論 じる必要がある だ ろう。 まず男子学生に つ い て 見

て み る 。 表 2 は，記事中に表れた性に まつ わ る 「風紀頽廃」 の具体 的内容を集計 した

もの で ある 。 これに よれば ， 性の 問題行動 とされて い たの は ， 登楼 ， 男色を含む少年

に 対する暴行 ， 婦女子に対す る暴行 ， 男女交際 4｝な どで あ り， と りわ け登楼 と少年 ・

婦女子 に対す る暴行が多 くを 占めて い た こ とが わか る。 504， 508号の 「白袴隊］ と

は，古川 （1994，41− 43頁） に よれ ば 日清 日露戦間期に 跋扈 した不良学生集団 で あ

り， しば しば美少年の 後をつ け回 して 脅迫，暴行を繰 り返 し社会の 耳 目を引い た 。

「少年騒動」 （584号） は，美少年をめ ぐっ て 不良集団同士が起 こ した大規模な喧嘩の

こ とをい う。

表 2　「学生風紀問題 」 記事中の セ ク シ ュ ア リテ ィ 関連事項 （含重複）

件 数
内　　容 号

男子 女子

登楼 了
一 257，　437，　504，　625，　764　（35頁），　901　（36貞），　965

少年に対す る 暴行 6   508，　575，　584，　879　（33頁），　879　（46頁），　902

婦女了に対する暴行 6 一 508，　575，　592　（46頁），　842，　879　（33頁），　879　（46頁）

売春 ・妾 一 416L 　 620， 725，734

男女交際 5 5161 ，734，757，762，802

総合的な もの 2 1463 ， 734， 822

表 1 よ り作成

問題化に さい して どの よ うな レ トリッ クが用い られたの か 。 典型例を引い て 見て み

る 。

　  今や，都下学生 の 風紀，堕廃 し，漸 々 延て ，各地方の 学生 間に 及び、其弊

害，実に言ふ べ か らざ らん とす 。 殊 に，東京府下の堕落書生よ り成れる，彼の 白

袴隊 と称す る もの の 如き ， 近 日に 到 りて ， 益其獣欲非行を逞 しうし， 可憐妙齢の

少年，少女を して ， 日夜畏懼措く能はざら しむ 。 豈に 、− H も之れ を等閑視すべ

けん や 。 （中略）   警視庁 た る もの ，此際，厳重に 之が取締を為す べ きは勿論
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若 し， 此等暴悪書生あるを探知 し，発見せ ば，決 して 之を仮借せず ， 断々 乎，之

を処罰 し， （中略）又文部省た る もの ，学校生徒間に，此種の 暴力あ るを知 り，

殊に ， 其校名をさへ 指挙せ らる る以 上は ， 決 して之を黙 々 に 附せず ， 必ず校長 ，

職員 に厳令 して ，其事実 の 有無を訊問 し， 以 て相当の 処分を為さざ るべ か らず

（508号 ）。

　まず，青少年の 幾っ かの 行動を ， すで に形成 された言説群を前提として 「問題で あ

る」 と措定 したの ち，緊急の 課題で ある こ とを改め て 強調 しつ つ 慨嘆 して みせ （  ），

警察や文部省に よ る取締強化を訴え るなどの 対策を構 じる （  ）パ タ
ー

ンが大半を 占

め る。   の 言説群が他新聞記事や識者 ・ 官僚の 言葉の 引用 だ っ た り，   の 対策が寄宿

舎や保護者に よ る監 督強化で あ るなど， さまざまなバ リエ ーシ ョ ン はあ る もの の （5），

基本的に この 構成の域を 出る もの で はない 。 特筆すべ きは ，   に おい て 「それ がな ぜ

問題 なの か」 を説明する記事が皆無だ とい うこ とだ 。 記事を見 る限 りで は， ほぼ無前

提に 問題が措定され ， その 対策が練 られ るの で ある 。

　 しか し，登楼 と男色を含む少年 に対す る暴力の 問題化は ， 問題化に先行す る書生／

学生の性的実態 と照 らし合わせ た とき急速な転換で あ っ た とい わ ざるをえ ない 。 とい

うの も，登楼 は ， 東京 （帝国）大学の 前身で ある大学南校の 時代か ら， 士族文化に 源

をもっ イ ン フ ォ
ー

マ ル な書生／学生文化と して 存在 し， それは大学や旧制高校 に も受

け継がれて い たか らで あ る 。 もちろん ，登楼が大 々 的に 許容 され て い たわ けで はない

こ とは次の 諸規則か らみ て も明らかで ある （渋谷　1999， 189− 190頁）。 1881 （明治

14）年に 東京大学寄宿舎に舎監が 派遣され，門限が厳格化 し， 1884 （明治17）年には

「学生堕 落防止の 一策と して 1 角 帽が考案 されて い る。 また ， 1887（明治20）年には

医科大学直下に遊郭があるの は風儀上問題だとして根津遊郭の 移転が決定された とい

われ る （久保田　1996， 81頁）。 帝大 に 多 くの 人材を送 り込 む一高で も事情 は 同 じ

で ， 1886（明治19）年 に は文相 ・森有礼に よ っ て 兵式体操が導入 され ， 生活の 訓練規

律化が方針と して 打ち出された 。 これを受けて 翌年は 「品行点数制」 な る生徒 の 素行

の 点数化が試み られ ， 学科の みな らず生活態度全体が生徒評価の 対象 とな っ た 。 しか

し，門限遅刻の 証 明書 は簡単に偽造で きた し （坪内　1937， 37頁）， い ざとなれば帽

子 は脱 ぐこ とがで きるわけだか ら， 実効性はあま りなか っ たよ うだ 。 1887（明治20）

年か ら寄宿生 として
一

高に在学 して い た堺利彦は，よ く酒場 に赴 き， 吉原で 遊んで い

た とい う （堺　 1926， 77− 78頁）。

　少年愛 ・男色 もまた武士文化をオ リジ ン とす る伝統的な書生／学生文化で ある 。 さ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ　 こ　 に　 せ

きの 「少年騒動」 は薩摩の 武士階級子 弟の 年齢階梯集団で ある 「兵児二 才」 制度の 模

擬形態で あ り （古 川　1994， 31− 35頁），
r書生気質』 や森鶴外 rヰ タ ・ セ クス ア リ

ス 』 に は，1875（明治 8）〜 1882 （明治 15）年の 東京大学 ， 東京外国語 学校，予備門

に は同性ど う しで 肉体関係を結ぶ 者を硬派 ， 芸娼妓を相手 とす る異性愛者を軟派と呼

ん で ， 硬派を卓越視す る風潮が あ っ た こ とが書かれて い る。 この よ うに少 し前まで は

伝統文化 として 看過 されて きた行為が ， 突如 「学生風紀問題」 と名づ け られ問題視さ

れ る こ とに な っ たの で ある。

　（2） 売春と妾 ： 女子学生 の セ ク シ ュ ア リテ ィ像

　
一
方，女学生の 性 に 向け られ る まな ざ しとセ クシ ュ ア リテ ィ 像は どの よ うな もの

だ っ たの か 。 そ れに入 る前に ， 女学生を取 り巻 く状況を簡単に見て お く。 1899（明治

32）年高等女学校令が発行され，
1895 （明治28）年に国公私立 あわせて 15校だ っ た高

等女学校は 19DO （明治33）年に は公 立を中心 に 52校 へ と急増 し， 2， 897人だ っ た生 徒

数 も11， 984人 に 膨れ上が っ た （日本近代教育史事典編集委員会　19了1， 99頁）。 表 3

は ， 1885年か ら1910年まで の 高等女学校 ・ 専門学校 ・実業専門学校 ・師範学校 （公立

・ 国立 ）在籍の 女生徒数合計の 推移 と， 前年生徒数を 1 としたばあい の 比率を示す も

の で ある 。 1895年か ら1900年 にかけて 明治年間で もっ と も激 しく増加 して い るこ とが

見て とれ る 。

表 3　 明治期女生徒数 と前年比

高　　 女 ［専門 ・実 專 ［師 範 学 校 1 合　 　 計 前 年 比

1885（明治18）
　 　 　 I　　　　　　　　　　　　　　 E

616　 1　　　
−

　 　 　 I　　　　　　　　　　　　　 I1
，0051 　 1，621

1

一

1890 （明治23）

1895（明治 28）

　 　 　 　 I　　　　　　　　　　　　　　 I
3， 120　 1　　　

−
　　 i

　 　 　 　 I　　　　　　　　　　　　　　 I

2，89了　 1　　　
−
　　1

885759；　 4，005

i　 a656

2．50

．9

1900（明治33）
　 　 　 　 I　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

l1， 984　 1　　　
．−
　

1

　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i2 ， 0961 　 14，080i 3．9

1905 （明治38）
　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　 「

3L918 　 1　 1・232　 旨 4，6531 　 37，803
1

2．7

1910 （明治43） 56，239　 1　　 969　 旨 7，338 ｛　 64，546 1．7

日本近代教育史事典編 集委員会 （1971，99、107，lO9頁） よ り作成

　こ の 明治 30年代の女学生の量的増加 は ， 女学生観の 転換 も伴 っ て い た 。 本田（1990，

12頁）に よれば ， 高等女学校令以前の 女学生たちは単に 「女子 ［ の 「学生」 と目され

るに とどま っ て い たが ， 明治30年代に は女子就学者の 意味を超えて近代の象微，都市

の 花 とい っ た コ ノテー
シ ョ ンが付与され た 「女学生な るもの 」 が誕生す る 。 当時随

一

の 大衆娯楽の
一

っ である新聞小説の ヒ ロ インに も女学生が選ばれ（6）
，

い わば 「時代の

ス ター
」 の 様相を呈 して い た 。 連 日 「女学生風紀問題」 が ジ ャ

ーナ リズ ムを賑わせ る
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よ うになるの もこの 頃で ある。 表 1の r時論』 記事件数の 性別欄を見る と，それ まで

は 1件だ っ たの が ， 1902 （明治35）年は 6件中実に 5件が女学生風紀の 報道 に 費や さ

れて い る 。 その 後は特に性別 を特定 して い ない 限 りは ほ とん どの 記事が男女学生双 方

に言及 して お り， 1902年で 注意を喚起 された社会の まな ざ しが以後女子の 挙動を も捉

え るよ うに な っ た こ とが推察で きる 。

　問題行動 と目され た女学生の 行為は具体的にどん な もの を指 して い たの だろうか 。

表 2 によれば，男女交際，売春や学資を得 るた めの 妾で あ る 。 問題化の レ トリ ッ クは

男子学生の 場合 とほぼ同様で ， 上記の 行動を 「それがなぜ問題で あ るか」 を説明す る

こ とな く 「問題」 として 措定 したの ち慨嘆 した り対策が 列挙された りす る 。 ただ し，

女学生風紀問題 に 限 っ た こ とで は ない が ，
r時論』 の 性格上表現 は極 力控えめ にな っ

て い る。 また ， 月 3回発行とはい え報道の 継続性と発行部数で は日刊紙に劣るため ，

「所謂 昨今の 女学生風紀問題は ……
」 と始めて ， 他ジ ャ

ーナ リズム で 形成 された言説

空閙を前提に 時論記者が所感を述べ るケ ース が多い 。 そ こで ，補足的に r時論』 以外

の 報道の 様子を r二 六新報 £ で の 連載 「女学生 腐敗の 真相」 （1902年 8月 23日〜 11月

9 日）を例 に見 るこ とにする。

　こ の 欄で は女学生の売春，妾や個人的な恋愛すらも， 時に実名入 りで 報じられた。

記者の 言葉 をその まま信 じれ ば 「硯辺 日々 真に 山を成」す （1390号 ， 3頁） ほどの 読

者か らの 反応が あ り， その 内容は，記事の セ ン セ ー シ ョ ナ ル さへ の 苦言や ， 在京学生

を もつ 親か らの 感謝の 手紙で あ っ た りした 。 なかに は風儀の 悪い 女学生 を名指 しで 密

告す る投書 もあ っ た 。
「あなたの ことが r二 六新報』 で 報 じられよ うと して い るが ，

記者と懇意なの で取 り下げて もらう」 と言 っ て女学生か ら金をだま しとる 「悪書生」

が 登 場 し， そ の こ とを また 自 らの 欄で 書 き立 て る とい う倒錯 的 な事態す ら生 じた

（1427号， 3頁〜1429号 3頁）。 この 事件や読者か らの 手紙が記 者の 捏造で ない保証は

ない が ， と りあえず女学生風紀問題報道の過熱ぶ りと， それを受容す る読者の 存在を

見る こ とはで きる。

　 そ の なかで 形成 された女学生 の セ クシ ュ ア リテ ィ 像はかな り偏 っ た もの で あ っ た と

い わ ねばな らな い 。 なかに は作 り話 もあ り （深谷　正990， 201− 202頁），娼妓が 顧客

の 要望 に 応 えて 女学生の 格好 を して い た ケ ース （r時論』 734号， r二 六新報 21371

号， 3 頁〜 1372号 ， 3頁） もあ っ た 。 しか し，「或 る部分の 女学生が如何 は しき挙動

を為 した りとて ， 以て全体の 女学生が悉皆腐敗せ る如 く難ずるは，誤謬たるこ と論を

待 たず」 （628号 ， 44頁）とま っ とうな指摘をす る記事は ほん の わ ずか で あ る〔7）
。 やが

て 「或る医師の 語 る所に よれば，近来女学生の 疾病の 種類は十 中の 八九迄 異匹よ り受
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けたる花柳病で あ る と云 ふ……是れ以て も彼等社会が克己制欲の 念乏 しく， 又 如何に

男性即 ち青年者 に接する機会を有 して 居るかが思ひや られ るの で あ る」 （石川　1909，

451− 452頁） とい う説 に見 られ るよ うな ， 女学生 はみ な性に関 して 「堕落」 して い る

かの よ うなイメ ージが涵養 され るこ とに な っ た 。

　 （3） 要因措定 と矯正 策 ， 学生自治 ： 「学生風紀問題」 へ の 反応

　以 上の よ うな形で 青少年の セ クシ ュ ア リテ ィが問うに値する問題 として措定 され た

あ と，風紀頽廃の要 因が追求 され，それをふ まえて 「矯正策」 が構 じられ るよ うに な

る 。 表 1 の 『時論』 の矯正策案欄 は ， 時論記者の プラ ンほか ， 識者 ・官僚の 個人的談

話の 中で 示された策をまとめ た もの で ある 。 警察によ る取締 （明記 して い る 26件中 9

件）， 教育関係者等に よ る取締 （同 7件）， 父兄家庭等の 監督者の 警戒 （同 9件）な ど

が 目立 つ が，その 他が 多岐に わ た っ て お り，当時考え られて い た矯正策の 全貌を把握

するに はやや散漫で ある 。 そ こ で ， 便宜的に 2 冊の本 を取 り上げ ， 教育者側が学生の

r風紀頽廃」 の 要因を何 に見 い だ し， どの よ うな対策を考えて い たの かを考察する。

一
っ は，京都府師範学校教諭な どを経て 東京師範学校研究科に学んだ井 田竹治の r学

生風紀問題 ： 全 fi（1902年）， もう
一一

つ は ， さきに も引用 した 日比野寛の r青年子女堕

落の 理 由 ：附其矯救策』 （1907年）で ある 。

　まず，問題 発生 の 「原因」 は どの よ うに考え られて い たの か 。 井 田 （1902，35− 74

頁）は ， 学生堕落の要因を ， 学生の 心理 にあ る 「内因」， それ以外の もの を 「外因」

と し， さらに 「内因」 を間接的な もの と直接的なもの に分ける 。 前者は 「因習久 シキ

弊風 不道理ナル 僥倖心，上流人士風儀 ノ頽廃 ， 社会制裁力 ノ欠乏」，後者は 「無謀

ナル 修学 ノ計画 ， 失敗 ノ経歴 ，浅皮軽薄ナ ル 学風」 で ある 。 そ して ， 「外因」 と して

「学校 ノ無責任 ， 悪友 ， 新聞雑誌 小説 ノ害，演劇寄席 等 ， 飲食店等，花街」 を挙 げ

る。 日比野 （1907， 1 − 122頁）が学生堕落 の原因 とす るの は 「維新の更始と泰西思

潮の 輸入，学校及 び学校的塾舎の 勃興 ， 学問心 の 普及 に伴へ る時弊 ， 学校の 不足 ， 社

会制度 の 不正 確，家庭の 欠陥，学生宿舎の 不備」 で ある 。
「学問心 の 普及 に伴 へ る時

弊」 とは ， 学問熱が広まり教育 へ の ア クセ スが容易に な っ た結果志 の低い 者 も漫然 と

学校に 通 うよ うに な っ た こ とをい う。
「学校 の 不足 」 は これ と矛盾す る よ うだが，入

学志願者数に対する学校数が少ない ため競争が激化 し， 志を遂げぬ うちに生徒が誘惑

の魔の 手に 陥 る こ とを懸念 して い る （前掲書 ， 60− 66頁）。 井田の 区分 けの 細か さと

日比野の 粗 さの 違 い はあ っ て も，両者の 認識は ほ ぼ一
致 してい る 。

　両者 とも学生生徒 自身に 内在する要素の み な らず 「因習久 シキ弊風，上 流人士風儀
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　　　　　　　　　　　　 厂学生風 紀問題」報道に みる青少年の セク シ ュ ア リテ ィ の問題化

ノ頽廃 社会制裁カ ノ欠乏 」 r維新の 更始 と泰西思潮の 輸入，社会制度の不正確 」 の

よ うに社会全体の風儀を も要因とする視線は注 目され る。 明治時代は ， 民間に伝わる

習俗風習を 「悪 しき陋習j と して廃止 し，社会全体の 「風俗改良」 が試み られ た画期

で あ っ た 。 明治年間を通 して ， 若者組，寝部屋習俗 ， 男女混浴 ， 盆踊 り， 見世物 ， 素

人 芝居 な ど，様 々 な 習俗風習が法 的取締を受 けて い る （野 口　1973， 52− 53頁）。

r時論』 で も r吁教育界の 風紀問題 を如何 1 （468号 ， 1 − 3頁） な どの 社会人 た る教

師じしん の 品行の 悪 さ，
「俗弊を…

掃すべ し」 （352号 ， 10頁） とい っ た 日本社会全体

の 風儀を問題 に した記事が散見 され る 。

　この よ うに 日本社会全体の 悪風儀が認識されるところで は，教師の 管理 の 及ば な い

場所で の 取締つ ま り 「校外取締 」 の 発想が生まれ る（8）
。 1 日 の うち教師が学生生徒に

接する時間は限 られ て い るゆえ 「一 日温め て 十 日冷 やす」 こ とにな っ て はな らな い か

らだ 。 とするならば ， そ こか ら導出される 「対策」 は，学生生徒を取 り巻 く全体的な

環境 の 浄化 と ， 学校 内外に おける徹底管理 が主眼 とな っ て くる 。 井 田 （1902，75−

144頁） は 1下宿屋」 で はな く 「教 師親戚知 己等ノ住居 jr 家塾」 「同郷寄宿舎」 に学

生を住 まわせ る こ とを薦あ ， 官庁 ， 学校，学生 自身お よび監護者の 責任 と して 「学校

監督， 禁酒令，演劇寄席及花街 二 対 ス ル取締，下宿屋 ・質屋 ・高利貸等 ノ取締，有益

ナ ル遊楽場」 を実施 した り設立 した りする こ と，
1学校所在地 ， 苦学鍛練主義，校風

の 樹立 ，生徒取締上 ノ連絡」 に っ い て 注意す る こ と， r漫 二 来京ス ヘ カ ラ ス ， 交際 ヲ

節 ス」 こ とを挙 げる 。 日比野 （1907年，132− 134頁）は，青年に倫道 の 大本を示すこ

と ， 教育者 は学生子女の 模範 とな るよ う f自己の 修養訓練」 を怠 らな い こ と ， 社会の

年長者は青年子女に迎合す る こ とな く毅然 と した態度で 接す るこ と， 家庭で は夫婦力

を合わせて 子女の 養育に 努め，子女の 「純潔 と健全」 を 図 るこ とを述 べ る。
r時謝

に も両者 と同様の 見解がみ られ るの で ， これを当時の 教育関係者の 代表的意見 と して

もおそ らく間違い で はな いだ ろう。

　これ ら矯正策 はた だ理 想論と して 謳われたの で は ない 。 環境浄化 と校外取締の 思想

は表 4 に見るよ うに ， 文部省 ・警視庁を中心 とした現実的な達 し ・取締 に結実する 。

1898（明治31）年 こ そ東京帝大の 学生取締に 本郷警察署の協力を要請 しよ うと した菊

池大麓総長の 発言は波紋を呼ん だが ， 1901 （明治34）年以 降は梅謙次郎文部総務長官

が警視総監に 協力を要請するの を皮切 りに，学生取締に警察権力を介入 させ る こ とが

ま る で 当然の よ うに 行われ て い る 。
「風紀頽廃」 の ネガテ ィ ブ ・ イ ン プ リケ

ー
シ ョ ン

と共に表象された青少年のセ クシ ュ ア リテ ィ は，「像 」 「観」 とい うイ メージの 問題 に

とどま る こ とな く， 現実場面 での 実質的な権力の 介入を も呼び込むこ とにな っ たの で
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ある。

　
一

方で ，
F像 1 や 「観」 に基づ い て社会的行動 を起 こ した の は教育者や行政 機関だ

けでなか っ た こ とも強調 して おかね ばな らない 。 広田 （1998， 6頁） も指摘す るよ う

に ， 社会が青少年 に ある基準や規範を設定 し，そ れ に したが っ て 処遇すれば，青少年

自身 もそれに準拠 した り， 自分 に与え られた環境の 中で世界を解釈 した り振るま っ た

りす る。 学生風紀問題に 関 して も例外で はな く， 社会の学生堕落観は学生に よ っ て 敏

感に キ ャ ッ チ され ， 自治 ・自重 の 動 きが 出て くる 。 た とえ ば ， 在京学生堕落の 噂を聞

きっ けた福井県の少年は ， 小学生向けの投稿誌 に ， 同世代 の登楼を戒め る文章を投稿

して い る （木戸　 1891， 15− 17頁）。 ま た ， 明治末の 早稲 田大学で は ， 在学生が 同窓

の 風紀頽廃を青年向け雑誌に告発するな ど （早稲田健児団総代　1909）， 相 当程度学

生自身に も風紀頽廃が 自覚 され て い たが，や がて 1912（明治45）年に 「相互 に警戒 し

て 覚醒を促がすべ し」 との 主 旨で 早稲田大学予科生の 手に よ り風紀に関 し生徒が相互

に 話 し合 う大会が 自主開催され る 。 そ こ で は ， 学校付近の 不良商店や曖昧屋 ・飲食店

の 出入 りを生徒 同士で 相互 に取 り締 まり，場合に よ っ て は警察の 介入 も辞 さな い な ど

の 「三 ヶ条」 が決議されるこ とにな っ た （965号）。

表 4 　「学生風紀問題」 関連記事中の達 し
・
取締

年 号　 頁 達 し ・ 取締

1898 463　 　8 各小学校長よ り警視庁に，児童を誘拐猥褻行為を働 く学生の 取締出願 。

（明治31） 警視庁は各警察署に学生取締を命 じる予定
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一｝．一一一一一一一一　　一一一一 ｛一一＿｝一一一＿＿＿一＿｝＿＿＿

491　 22 東京帝国大学に て菊池大麓総長が風紀矯正 の ため 「不都合の 所為ある学
生 」 は処分す る旨諭達。本郷警察署に も学外で の 「注意警戒 」 依頼 。 特
に 文科大学で は 「文科大学風紀制」 を設ける予定

一一一一一一一　一

49320 − 21
一一皿一一一　一一一一一　一一｝＿一一一r＿＿尸一r冖＿＿P一冖皿＿＿一一＿＿＿一冖＿＿一一一＿＿一一一一＿一一一一一

　（栃木県人 ・人澤謙吉が東京に 「学生風紀改良会」 と寄宿舎創立 の 計画
を た て る）

一一一r闇一一一一．　

493　 35
一一一…一一一一一一一耳¶1岫一一　｝冖一一一『一一一一｝一一一一一｝一一一｝　一一一　｝一一一冖一　−r−　一一r齒r

　（491号記事の 件に関 し警察の協力を要請する こ とに疑義が上が っ た）

上段
｝」一一一冖鼎一一一

493　 35
「一一一一一一一一｝一一　一一　一一一｝一　一一｝一一一一一一一一一一一一一一一一一一』一一一一一一一一r −一一一＿一＿

　（外山正 ・文相が寄席の 取締，学生の 喫煙禁令を直轄警察に要請 しよ う

下段 と した が ，内閣更迭 の た め 実現せず）

1899 504　 36 警視庁が寄席劇場の 取締を厳格化する訓令
（明治32）

一一一一一一一一一

509　 16
一一一一r＿一一一｝＿＿−r冖＿＿＿　一＿＿

警視庁四方面会の 席上で総監よ り悪書生 の 取締を厳重に す る旨の 訓示

王901 575　 36 梅謙 次郎文部総務長官が警視総監 ・東京府知事に不良青年取締要請
（明治34）

　一一一一一一一一

592　 46
尸一一r冖＿一一一＿＿＿一＿＿＿＿＿＿

警視庁が 9月 16日署長会議に て 悪書生の 取締励行

19 2 625　 39 警視庁が 各警察に学生取締厳重の 内諭 。 また文部省に対 し粗暴学生 の 多
（明治35） い 中学校各私立学校に特典 を剥奪す るなどの 制裁 をかけられ る よ う交渉
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「学生風 紀問題」報道にみる青少年の セク シ ュ ア リテ ィ の 問題化

年 号　 頁 達 し ・取締

1902 628　 35 文部省が全国各高等女学校長に女学生風紀振粛の ため，晶行不正者は除
（明治35） 名放校し，

一般女学生 は戒飭する旨内訓
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一皿一一一一皿　　一｝一一一　皿｝一一一一　一一一一

63D　 40 文部省は視学官を派遣 して 東京市内 の 高等女学校程度を巡視させ 女学生
の状態を調査

π

1905 716　 32 文部省は各学校長に対 し，不 品行者は退学処分に し，姓名を各学校に通
（明治 38） 牒 して転校を困難に させ る制裁をか け る よ う内訓

層＿　一一一回一一一一一尸一一一一 一＿一一・・「冂『一一一一丗　一一i胃一一　宀 一一一一一一一一一L凹一一一一一「一一一一一一｝｝冖一一｝　　r

725　 31 警視総監が府下各署長に学生取締方針を訓示
一一岫1一「　一一一− 　一一　一一一泊n一一一一｝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　一一一一｝一一一一冖　一

734　 32 神田警察署は 8月 4 日より約 ・ケ月間計 3回に わた っ て 18名の堕落学生

を検挙

1906 762　 33 牧野伸顕文相 ， 文部省訓令第 号 「教育上時弊矯IE二 関ス ル心得 」 発行
（明治39）

＿＿r−一一＿＿一一一一冖　一一一一一一一．、一一．ゴ1r−一 ．一一 ．一一 ．一一一 ．．一一一一一一一一　皿　一　一皿皿一

763　 35 牧野文相は地方長宮に 訓令第一弓に 基 づ き 「風紀訓令実行案」 の 細則 を

内訓
曽一胛P−＿＿開｝冒睛齢早一一一覦冖一一一観F−一　一｝一一一一r−一一一｝尸一　｝冖一一　　一一一｝｝一一一．一　一一一｛｝一一一一　

764　 35 （木場貞長文部次官は各府県知事に学生取締に かん して 報告するよ う要
　 ヒ段
一一． 一

請 したが怠る向きが少なくな い の で，普通学務局長が催促）
　 一． ．一一 ．一一一．冖一一． 1−．−1r 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一． 一

764　 35763 号の 細則 に 基 づ き各地方庁で 新刊図書審査 。 ある地方長官は管内各

下段 郡長に対 し小学校修身科活用と小学生徒操行取締の 通牒を 予定
　一一一．一「一一一鹵h−一一一一丁一一一一」　一　一一ヒー一一一’h「．一一｝一一一一　一．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一愧一一一一

765　 38763 号 の 細則 に 基 づ き，教員 に よる校外 監督，新聞雑誌雑書検閲，父 兄

会，寄宿主会 設置等 が実施 され て い る

ユ907 802　 34 澤柳文部次官は各地方長官に，教員生徒が学校騒動 ・男女乱交を起こ し

（明治40） た場合は厳重処分 に し， 男女学生混合の舞踏 ・活劇を取締まるよ う遡牒

1908 822　 43 辻新次帝国教会会長が牧野文相 ・原敬内相に学生風紀取締にかんする建

（明治41） 議書を提践お こ れを受けて 原内相は占賀廉 造警保局長 に 府県知事 に対 し

学生取締の 通牒を 出すよ う命 じる
一一一一皿一一一一一一一＿＿＿一一＿＿＿一一＿＿＿＿一＿＿＿＿一一＿＿＿＿一＿＿＿＿喃層＿＿＿一鼎鴨＿＿膚胛卩一冒曹層一一噛一胛卩一一1

841　 36 東京音楽学校は，入学者操行審査，寄宿舎 へ 収容，素行の 怪 しい 教授生

徒処分の方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一一一一一一一一一　　一一＿一　一｛一｝一一一一「牌　一一¶一一一一一｝一一一」齟而｝｝一一一．　一一一一

848　 38 小松原英太郎文相は，良教職員選択養成，家庭 との協力の もと生徒監督

を実施するため調査中

19ユ  901　 33 一
木喜徳郎内務次官 は各府県知事 ・警視総監 に学生取締 に かん し次内容

（明治43） を通牒 。 学校生徒が不良行為を行 っ た場合警察署長 ・分署長が学校 ・父
兄に連絡 。 また，顯末を文相に報告の こ と

1912 965　 35 （早稲田大学高等予科生
一

同が大 隈講堂 に て 自主的に 風紀矯正 の た め の

（明治45） 大会 を開催，三 ケ条を決議）
＿＿＿＿r　＿＿冖｝一＿＿＿冖　一＿＿｝一一一｝皿一一．一一｝一一一i凵1　一一酬」冖一一一 ぼ　　一… 一一一一一　｝一一一一一一一一　　−

980　 21 文部省は7月冒 日に 全国医学専門学校生徒監を召集 し，生徒訓育 ・ 風紀

取締に かん して 協議する予定

763号除 き表 1掲 載記 事 よ り作 成。 カ ッ
コ 内は参考事項 。 政治活動 ・粉擾 ・飲酒喫煙関連 は除く。

4． まとめと考察

　以上の 検討か ら，学生風紀問題 と総称 され る問題群 は， 学校紛擾 ， 政治活動 ， 飲酒

喫煙 ，寄席へ の 出入 り，窃盗 など幅広い トピ ッ ク と共に学生の セ ク シ ュ ア リテ ィ を問
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題化 して い る こ とが明 らかにな っ た。 また ， 地域的に は都心 部に 問題が多 い としっ つ

問題 意識は地方を も捉え て い た こ と ，
「章生風紀問題」 と しなが らも主 に 中等教育生

徒に焦点を当て て い たこ とが確認で きる。 その うち性 にまっ わ る事項に つ いて ，冒頭

の 問い に対す る本稿 の分析結果 は次の よ うで あ っ た 。   具体的に どん な性の 活動が問

題行動 として 想定されたの か といえば ， 男子学生の 場合は登楼 ， 男色を含む少年 に対

する暴行，婦女子に 対する暴行，男女交際で あり， 女子学生の 場合は，男女交際 売

春や妾に な る こ とで あ っ た 。   問題化 に さい して 用い られ た レ トリ ッ クは， こ れ ら行

為が 「なぜ問題 か」 が記事中で 説明され るこ とな く即座 に論 じるべ き問題と して 措定

され ， 慨嘆した り，取締の 強化を訴えるパ タ
ー

ンが多 い
。   学生風紀問題が惹起 した

反応は次の とお りで ある 。 問題行動の 要因として 日本社会全体の 悪風儀 と学生生徒が

監督者の 目か ら自由で ある こ とが教育者に よ っ て指摘され た こ とに よ り，学生生徒を

取 り巻 く環 境の 浄化 と学校内外で の 監督取締の 厳格化が矯正策の 主眼とな っ た 。 それ

は行政 レベ ル に お い て 文部省 ・警視庁に よ る取締 と して 結実 した 。 学生風紀問題の 過

熱ぶ りは ， そ れが主 流に な る こ とはない もの の ，学生擁護の 対抗言説を生み 出す こ と

に もな っ た 。 また， 学生生徒に よ る自治 ・ 自重の 動きも登場 した。

　以上の 学生風紀問題の 性質をふ まえ た うえで ， 当初の 問題意識に立 ち返 り，学生風

紀問題が近代を通 じて の 「子ど も ・青少年の 性の 囲い込 み」 に と っ て どの よ うな含意

が あ っ たの かを考察 して み る 。 今一度 問題化の レ トリッ ク に注 目して み ると ， 学生風

紀 問題 は男子学生の 場合登楼 ・男色 を rして い る」 と想 定 した うえで 「す べ きで な

い 」 と規範化 し，女子学生の 場合売春 ・妾を 「して い る」 と想定 した うえで 「す べ き

で な い」 と規範化 して い る 。 こ こで 行われて い るの は，男子学生 は登楼 ・男色 とい う

伝統文化へ の ， 女子学生 は売春 ・妾 とい う伝統的 「醜業」 と呼ばれる もの へ の はめ込

み で ある 。 男子は登 楼 ・男色 を書生／学生文化 として 持続 させ る程度に 行 っ て い た

が ， 売春 ・ 妾を行 う女子学生はお そ らく稀で あ っ たろ う。 その よ うな実態上の 違い は

ある もの の ， 言説上で は ， 男子 は伝統文化で ある登楼 ・ 男色，女子は伝統的醜業で あ

る売春 ・妾を行 っ て い る こ とを想定 して お り，共に伝統的陋 習の 否定へ と繋げて ゆ く

点で は変わ りない 。 こ の 「伝統」 を持ち込 む言説戦略は，よ り多 くの男女学生の セ ク

シ ュ ア リテ ィ を管理 の 網の 目の 中に組み込むこ とに な る 。 男子 に は現に 行われ て い る

登楼や男色を否定す るこ とを要求す る し， 女子には将来起 こるか もしれな い娼妓身分

へ の 転落に 対す るよ りい っ そ うの 備えが求め られ るか らだ 。

　 こ こで 学生風紀問題が 「近代に お ける子 ども ・ 青少年の 性の 囲い込み」 に対 して 持

つ 意 味が解 けるだ ろ う。 伝統文化の 否定 と伝統的醜業 へ の 転落防止の思想は ， 貞淑な
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セ クシ ュ ア リテ ィ を持っ 洗練された男女像 を目指すべ き理想型 として 背後 に控えて い

る。 それは明治を通 して 明六同人の 津田真道や森有礼 福沢諭吉ら知識人が 【文明開

化 」 の 呼び声の 下に押 し進め た 「登楼せず ， 蓄妾せ ず， 売淫せ ず， 妾に な らない 」 男

女の あ り方 と一
致す る もの で ある。 明六同人 らの 議論は特に対象を定め る こ とな く男

女
一

般を念頭に展開されて い る節が あるが ， 学生風紀問題 で は言 うまで もな く学生 に

照準が合わ されて い る 。 貞淑な男女像の 提示 と適用拡大を 「近代に おけ るセ ク シ ュ ア

リテ ィの 再編成」 と見 るな らば，その学生 （ひい て は青少年）バ ージ ョ ン こそが学生

風紀問題で あ っ た 。

　学生風紀問題で表象 された よ うな問題含みの セ クシ ュ ア リテ ィ を もっ 青少年は ， や

が て 「生殖する身体 」 予備軍と して主 に 医療領域で 管理 ・ 矯正 され る対象 とな る 。 そ

の 痕跡 は既述の 性教育の ほか ， 学校で の 花柳病検査 ， 夥 しい数の 青少年 （未婚者）向

け衛生法の テ クス トに見出す こ とが で きるが ， これ らと学生風紀問題 との 直接の継受

関係は詳 らかで ない 。 今後の 課題 と したい 。

〈注〉

〔1） 女子高生の 援助交際報道 には，大別 して ，あたか も全て の 女子高生が援助交際を

　 して い るかの よ うに 表象す る言説 と， 援助交際す る女子高生は ほんの 一部にすぎな

　い とす る対抗雷説の 2種類が ある 。 こ の 2論調 が以 ドに見 る 明治期の 女学生風紀問

　題で 既に 提出されて い る こ とは注目に 値す る 。 女学生風紀問題 と援助交際問題の 類

　似性の 分析 は別稿を期す 。

（2＞ 「学生堕落 問題」 と人 々 に 明確 に規定 され て い る もの に ひ とまず限定す る こ とに

　 し， 同内容だが上記条件に 合わない 記事 （た とえば ，
「学生社会の 士風衰退せん と

　す」 〔416号， 10頁〕，「学生 の 濫交を禁ずるの 論を読む」 〔466号 ， 5 − 6 頁〕 など）

　 は除 い た 。

（3） 「書生」 とい う呼称に っ い て は， 「学生」 とほ ぼ 同義で 用い られ て い た とみて よ

　い。
「男学生 （特に其悪書生）」 （725号） とい う表現があるの で ， 学籍の 有無は問題

　に されて い ない 。 文学者 ・小 田切秀雄 （1955， 13頁）に よれ ば ， 大正初年まで 「学

　生」 の 呼称が用い られ るの は例外的で あ り， もっ ぱ ら 「書生」 が使 われた とい う。

（4） 本稿で は，男子学生，女子学生それぞれに特有の セ クシ ュ ア リテ ィ 像を論 じる こ

　 とを課題 と し， 男女双 方の 問題で あ る 「男女交際」 に っ い て は立 ち入 らなか っ た 。

〈5） 他新聞雑誌記事を問題化 の 前提と して い る こ とを明記する もの に ，
257 （九州

　 日々 新聞）， 437 （国民新聞），463 （都下の 新聞雑誌），504 （此頃
一

二 新 聞），573
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　（府下及地方新 聞紙上），584 （近 日新聞紙），971 （日々 の 新 聞紙上）の 各号 が あ

　る 。 識者の 言を引 くもの に は，463 （近衛篤麿），548 （富岡幸助）， 573， 575 （識者

　教育家）， 739 （大村清水谷高等女学校長，小山三十四銀行頭取）， 764 （37頁 ， 板垣

　退助）の 各号が，官僚の 言を引 くもの に は，575 （其の 筋）， 734 （神田 警察署長），

　762，763 （文相 ・牧野伸顕）， 879 （33− 34頁， 文部局長），901（36頁 ， 警視庁第二

　部保安課長）， 902 （文部次官）の 各号が あ る 。 なお ， 以上に は ， 人名や省庁名が掲

　げられて い て も， 単に 通牒や取締方針が発行 された／され る旨の みを報じる記事，

　注（ので 触れ る学生擁護記事は除外 して あ る 。   の 矯正策は 3．  に て 後述 。

（6｝ 小杉天外 「魔風 恋風 」 （『読売新 聞A1903 年 2 月〜 9月）， 小栗風葉 「青春」 （r読

　売新聞凪 905年 3月〜 11月）。

（7＞ 他に学生擁護言説を掲載 す る記 事 と して ，573，628 （44頁）， 757， 762， 769，

　841 （42頁 「学生の 風紀」 「吾等の 学生観」）号が あ る 。 また，最終的には学生堕落

　観を表明 して い る もの の ，

一応の譲歩を見せ て い る記事として 848号がある 。 581号

　は 学生擁護で は な い が教師非難に 重点を置い て い る。 745号は紛擾 に関 して ， 自分

　た ちの 学生時代よ り現在は幾分ましであるとい う文部省学務局長 ・澤柳政太郎の 談

　 話を掲載 して い る。

〔8） 寺崎 （1978，36頁）は，一高校長 ・ 木下広次の い わゆ る 「籠城演説」 （1888年）

　に ，倫理喪失に 陥 っ て い る 日本社会全体か ら生徒 を切 り離 そ うとす る教育方針を見

　 い だ して い る 。
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ABSTRACT

        Problematization of Sexualities of Youth in

    Cakusei-liTuki Probtem  Report: Based  on  Articles of

                Kyoiku--Jiron in Meiji Period

                                            SHIBUYA,  Tomomi

                                (Graduate School, Tokyo University)

                      7-3-1 Hongo,  Bunkyo-ku,  Tokyo, 113-O033 Japan

  This paper  shows  the images  crf youth  sexualities  in mid-last-Meiji

period and  examines  the  way  in which  sexualities  of  youth  was  discussed
as  problematic by  society  and  the  reactions  of  youth  to the problematization,

To do this, I examined  articles  about  Gahusei-Fulei Problern in Klyoiha-

.Tiron  published in Meiji period.  The  perspective  of  social-construetionism

approach  developed by Kitsuse and  Speetor was  employed  in this study.

The  questions I asked  here were:  (1) what  sexual  behaviors were  considered

problematic?;  (2) what  rhetorie  was  used  to make  them  problematic?; and

(3> what  reactions  were  arisen.  In these  problem  areas,  I also  examined

the countermeasures  taken by educators  and  administration,  the counter

discourse and  the behaviors of  students.

 The  following are  the findings of  this study.  (1) Male  students:  buying

prostitute, sexual  violence  against  younger  boys (ineluding gay  sexual

behaviors), women  or  girls and  having  a  date with  female  students  were

considered  sexually  delinquent. Female  students;  prostituting, becoming

a  mistress  and  having a  date with  male  students  were  thought to be

sexually  improper. (2) In most  artieles,  these  sexual  behaviors were

problematized  without  providing reasons.  Simultaneously, the authors

immediately  concluded  that sexual  behavior of  youth  must  be controlled

with  vigor.  (3) Educators  thought  that  bad  manners  ubiquitously  seen  in

Japan  were  the factors of  youth's problematic behaviors and  suggested

that students  should  be strictly  supervised.  These  arguments  were  realized

as  the purity of  environment  areund  students  and  the  supervision  of  youth

by  administrators  and  educators.  Contrary  to these  movements,  however,
heated problematizations on  sexual  behaviors of  youth  caused  some  counter

discourses. They  also  led studentis  movement  of  seif  government.
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